
 

  

作新学院大学    

作新学院大学女子短期大学部 図書館 
 

 

『君たちはどう生きるか』 宮崎駿監督作品について語る 
作新学院大学 人間文化学部教授  牧 裕夫 

 
小職は授業にてジブリ作品をよく取り上げている。その意義を多少まじめに

コメントすると、ジブリ作品と分析心理学の C.G.ユングに相当深い関係性を見

出すからだ。ユングによる深層心理で人類に太古から共有、培われた無意識

で何が起きているのか宮崎作品ではよく描かれている。小職は授業中に「小

職の授業よりジブリ作品を観た方が、発達心理がよくわかるよ」と伝えること

常々である。 

そんな授業を他県で従事した大学でも頻繁に話題にしたところ、11年前作

新学院大学に採用された。勿論、本学作新の授業でもジブリ作品が小職授業

で活躍している。一時期オープンキャンパスでも模擬授業で取り上げた。しか

し当時の N担当課長からの＜それはもう古いからやめて・・＞にて断念となっ

たが・・・。 

実は、宮崎駿が少年時代に東京から疎開した先が宇都宮市内であり、そ

の家屋が今も残されている。昨年度、引退したはずの宮崎駿の映画『君たち

はどう生きるか』が封切られた。自伝的作品で、その舞台は、（なんと）小学校

時代に宮崎自身が疎開した宇都宮であり、前述の家屋も中心的な場面として

登場する。小学校時代にその部屋で読んだ吉野源三郎 著『君たちはどう生き

るか』が作品名となり、宮崎駿（今のところ）最後の作品となった。 

以上でも小職にとって頻繁に引用する宮崎作品であるが、この映画の中で

驚愕な場面が訪れた。ほんの一瞬であるが・・・、主人公が通う小学校のクラ

ス名簿が映し出される。主人公の名前は小職と同じ「牧」だったのである・・・。 
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